
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7回 理事会  

日 時 平成 31年 1月 11日 19:30～22:55 

場 所 和仁会病院 リハビリ室 

出席者 

理事：大山盛樹、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、浦川純二、 

大石勝規、小柳 傑、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史、砂川伸也 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）(介護・障害区分)認定審査会委員選定の件について 
  介護認定審査会について、諫早市と長与町は提出締め切りが過ぎており三役会で決定した。時津町、大

村市の介護認定審査会と時津町、長与町の障害区分認定審査会を公募の結果をもとに審議。三役会での
事前検討で、時津町の介護を浜本先生と尾崎先生、時津町の障害区分を現任の笹原先生、長与町の障害
区分を上野先生、大村市の介護を現任の小柳先生、佐藤先生と新規の大場先生でどうかという結論にな
った。審議の結果、提案通り可決された。 

２）新事務所（テナント）移転承認の件について 
新事務所は PT協会、OT士会、ST士会の 3団体共通の事務所が望ましいとの意向でまとまった。PT協
会が物件を探し、長崎市東町にある改装中の物件を候補として挙げたい。新築物件で、理事会も開催で
きる。家賃が月 20万円程で移転に伴う初期費用が 1.216.000円、引っ越し費用が 284.000円。併せて
150万円程。予算はプールしている今年度の予算から持って来ても問題ない。初期費用は PT協会が負担
し、今後 OT、ST士会とも共有し、少しお金を入れてもらえればという意向。審議の結果、提案通り可
決された。 

３）平成 31年度 新卒者オリエンテーション開催について 
平成 31 年度の新卒者オリエンテーションについて、平成 31 年 4 月 21 日に開催予定。例年通り新卒者
研修と抱き合わせで実施する。審議の結果、提案通り可決された。 

４）新年度からの理学療法士会活動災害補償制度の加入について 
補償対象を会員まで広げる方向で代理店と交渉中。行事中の傷害だけでなく、疾病による障害も補償さ
れる内容。保険料は 300.170 円を 4 月 5 日までに一括支払い。来年度は実績での確定精算でその後は金
額の折り合いをつける形。内容は会員が理学療法士協会の事業に関わった際の事故・疾病が補償される
もので、非会員は対象外。次年度からの加入について審議。審議の結果、提案通り可決された。 

５）理事会へのタブレット PC導入について 
理事会の資料が増え、紙での資料は印刷も考えると限界。スムーズな資料閲覧と負担軽減のため理事会
へのタブレット PC の導入を提案。現在 3機種見積中で導入予定数は理事・監事 18台、総務部 1台、庶
務部 1 台の合わせて 20 台。資料の保存により過去を紐解き、次の理事にも受け継ぐことができる。PC
に合わせ、レンタルサーバの導入同時に検討。次年度に PC 化予算を組むという形で 2 月末までに大体
の予算を決めて、環境が出来た時点で移行を目指す。30 万円から 35 万円を次年度予算に計上。審議の
結果、提案通り可決された。 

６）協会指定管理者研修会に伴う士会長推薦書承認の件について 
     協会指定管理者研修会での初級取得のための士会長推薦申請が 2 名あり。10 年目以上という要件につい

て、JPTAに合わせて外すこととなり、審議事項として追加された。審議の結果、提案通り可決された。 
７）医療保険部研修会について 

   予定していた研修会が 1月 26日に行われる長崎県リハビリテーション支援センター主催の地域包括ケア
研修会と内容が重複しているため、今回医療保険部研修会を共催という形で実施したい。先方への内諾
は取れており、共催の内容については検討、相談要す。名称は総会資料に合わせ、医療情報研修会(医療
保険部)に変更。取得ポイントについては確認するとして、共催の案内を HP に出し「医療情報研修会(医
療保険部)」を事業とみなす。審議の結果、提案通り可決された。 

８）県内の認定・専門 PTへの NPTA活動協力に対する意向調査(アンケート調査)に実施について 
   認定・専門 PT を持っている方にご協力頂き、講師をしていただいたときにポイントを取れるような研

修会を企画していきたい。協力していただける方を選定するためアンケートを検討。内容は案の段階で
はがきで案内して回答はクエスタントを使用予定。実施、また文言は三役に一任とする。審議の結果、
提案通り可決された。 

９）新入会会員の承認について 
  入会 2名、退会 2名。審議の結果、提案通り可決された。 

 
１０）協会指定管理者研修受講要件の変更について 

三役会や組織運営検討委員会から出た臨時議題。この理事会審議で 10 年以上という要件を外し、その



後理事会に挙がってきた被推薦者について会員歴も含め議論をする流れ。審議の結果、提案通り可決
された。 

  １１）推進リーダー制度(地域包括ケア/介護予防)の会員申請状況について 
今回 14名の申請があり、2事業の終了となる。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）長崎県理学療法士協会 平成 31年度 事業予算の件について 

平成 31 年度事業予算について、支出が収入を 340 万円上回っている。講師料の増加と研修会回数の増
加が原因か。費用対効果を検討の上、再度予算の検討が必要。地区研修会については県内講師の活用や
地区内集約しての開催、部局と地区合同での開催などシェイプのため可能な案を検討。学術部が地区に
対し企画を提案することも可能。3月の理事会での予算決議へ向け、再検討の上 1月中に提 
出、2月の理事会でもう一度報告とする。 

 ２）長崎県理学療法士協会 平成 31年度 事業計画案について 
資料の灰字部分は未提出。予算の見直しに伴い、事業も再検討し 1 月末までに提出するよう案内するこ
ととなった。理事へ案内を出し、そこから地区、部署へ降ろす形での連絡となる。 

３）平成 30年度 訪問・小児MAP事業報告について 
      (詳細は資料参照)訪問・小児 MAPについては周知が問題。PDF をホームページからダウンロードできる

ような形での広報を検討。OT 士会、ST 士会、県リハ支援センターなどを巻き込むような形での事業が
可能か、検討を継続する。 

 ４）平成 30年度 都道府県 士会理事育成研修会参加報告について 
   平成 30 年 11 月 10 日、11 日に田町カンファレンスルームで開催された士会理事育成研修会に飯野理

事、笹原理事が参加。管理者研修会に関して、他県士会の状況も聞けて有意義な内容だった。 
 ５）協会指定管理者(初級)研修会予算の補正について 
   2 月 16 日分の補正で講師手当と日程の延長で会場費等が増額。事業予算 66,000 円のところ 140,000 円

の予定。内容としては、平成 30 年度の管理者研修計画。来年度以降、協会の管理者研修等、充実させて
いく方針で企画内容の見直しが必要。来年度も 90 万円以上の事業だが、参加者が少ない。集客や抱き合
わせなど、企画の再考が必要か。予算は三役承認済。2月分は 80名予定で問い合わせは 1件程度。 

 ６）第 2回理学療法士講習会ポイント付与訂正とお詫び文章発送後の経過について 
   第 2 回理学療法士講習会にて、ポイントの付与領域についてミスがあった状態で広報し、受講後に 11 月

9に理事会にて承認されたお詫びの文章を発送した。その後ポイント申請の確認が県内 2件、県外 1件あ
った。この方々には、ポイントの付与が難しい旨を連絡し、謝罪して了承いただいた。その他に返金希
望が 2 件あったが、研修会は受講しており、金額以上に内容のある研修であり、学術的な興味等、得た
もので納得できないのかなどディスカッションするため、三役との面談後返金を打診。その後、本人よ
り面談不要、返金のみ希望と返答あり。申し込み時に「ポイント変更の可能性および申し込み後の返金
不可」に了承いただいていること、面談による事業の理解を求めたい旨の趣意を説明したいとメールし
たが返信なく、所属長に同文を問い合せた結果、本人と話して後日連絡するとの返答を得た。その後連
絡なし。 

 ７）その他報告事項について 
   ・県学会の学会誌が完成。韓国から来られるということで、前日に三役と学会で接待する。来賓に関し

て、県から福祉保健部部長、長崎市長、県の医師会長、長崎県 OT 協会の沖会長と JPTA の半田会長
が来られる予定。登壇は副知事、長崎市長、医師会長を予定。理事は発表の採点があり、2 セッション
聞く形。新しく相談役、理事、監事に対して１日目のホテル代支給を役員行動費から支給することを
提案。期間中タクシー代は役員行動費として、講師分は学会費より支出予定。 

    
   ・臨床実習指導者講習会について、12 月に公募し、12 月 16 日に養成校と話をした。養成校に 1 名ずつ

要請したが、井口先生から学校は 2 名にしてくれないかと打診あり。養成校の先生方に対して公文書
を発行する予定。中央講習会の回数や費用は未定で 2 月 16 日、17 日に福岡で開催予定。公募に対し
て 26 人応募あり、その中から選択していく。隣県で研修会を受けた場合も修了証がもらえるか問い合
わせる予定。長崎は 90 名程度と言われているが、もう少し余裕をもっておく必要がある。養成校から
の、長崎県理学療法士協会として臨床実習講習会を行う予定があるかとの質問に対し、他団体が企画
しなければ 20 万円程度で計画はしたいが、養成校など他が行うのであれば、当会は今までやってきた
ような臨床実習研修会を行いたいと回答している。現在、公募のエントリーが 26 名。2 月の講習会に
長崎県理学療法士協会から 1 名、一般と養成校から数名ずつで 13 名を構成予定。三役並びに学術、養
成校側と詰めている段階。 

     
   ・11月 30日に中間監査を行った。内容に関して問題なかったが、事業内容で資料が添付されていないも

のもあった。お金の動きに関して問題なし。次は学会後、学会監査を 3 月に、最後の定時監査を 4 月
に予定。 

 


